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今後の建設業は
どうかわる？

2



建設業職人人口

•人口52％減少
（1995年と比較）

•29歳以下11％
•50歳以上44％

3出所：総務省「労働力調査」を元に国土交通省で算出



減少が進む人口（出生者数）
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（万人）

出所：厚生労働省令和元年(2019)人口動統計の年間推位

1970年より

55％減少



超高齢社会と若者離れする建設業
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（万人）
出所：総務省「労働力調査」を元に国土交通省で算出
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建設業の課題

人が少なくても

建物をつくらないといけない
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建設業の課題を解決する為に

人の効率化と技術革新が必要
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少人化の進む将来に向けて

「工期」「コスト」「職人不足」

を解決できる

新たな工法
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今回提案する工法とは

既製杭と鉄骨柱を直結する工法

「KK-ONE工法」
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従来工法とKK-ONE工法の違い
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従来工法はアナログ 測量器を使用したデジタル

杭頭がGL-1500以下 杭頭がGL+100



KK-ONE工法で建設業の技術革新

杭精度を向上することでKK-ONE工法が成立
「工期」「コスト」「職人不足」を解決

11従来基礎 KK-ONE工法

□掘削工事
□捨てコン打設・基礎コン打設
□鉄筋工事
□型枠工事
□アンカーセット
□生コン
□型枠解体
□埋め戻し

すべて不要



KK-ONE工法のコンセプト

阪神・淡路大震災で問題となった

杭頭破壊の防止として、

杭と柱接合部に靭性が高く

伸びの大きい鉄骨を用いて

溶接接合することとしました。

その結果、在来工法に比べて

KK-ONE工法では手順が大幅に削減されます。

また、コンクリート基礎なしに杭・柱・梁が

溶接で一体化されています。
３Ｄパース
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KK-ONE工法のメリット
①コンクリート基礎 → 大幅減少（80％～100％）

②掘削・鉄筋・型枠・コンクリート打設 → 大幅減少（80％～100％）

③土留め工事 → 不要（掘削が少ない近隣に対して安全）

④杭芯のずれ → 余裕大（50～100mm ＫＫリング・ＫＫプレート利用）

⑤杭と柱サイズの組合せ → 任意（ＫＫリング・ＫＫプレート利用）

⑥杭天の高さ・水平・傾きの調整 →容易
（杭天端切断ＫＫリング偏芯接続鋼管にて調整）

⑦杭と柱の取付溶接 →極めて容易（下向き・横向き姿勢の現場溶接）

⑧杭と柱の継手 → 高い強度（ＲＣ比較）高い剛性（露出柱脚比較）

⑨現場基礎工事の工期 → 大幅に短縮（掘削のみのケースも有り）

⑩施工場所 → 狭い箇所や地盤の弱い場所でも可能

⑪既存杭や既存基礎 → 干渉を避けて施工可能

※上記の効果は地盤によって変わります
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見積比較表
＜在来RC工法＞ ＜KK-ONE工法＞

-12%
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工程比較表

＜在来RC工法＞ ＜KK-ONE工法＞



実際の作業動画
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https://youtu.be/WMGlicPSa74
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